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自己紹介
屋良朝法（やらとものり）


専門家実績・活動
・支援実績（小規模事業者等デジタル化支援事業）：
小規模事業者等デジタル化支援事業専門家（DXアドバイザー）
沖縄DX促進支援事業 DX計画策定支援の専門家
那覇商工会議所 エキスパートバンク専門家
これまで260社の支援を実施
・講師・専門家派遣：
令和6年度沖縄県経営指導員研修講師、商工会・商工会議所セミナー（久米島町、那覇）講師。
保有資格

ITコーディネータ、情報セキュリティスペシャリスト、応用情報技術者他
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事業概要
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補助事業概要
小規模事業者等デジタル化支援事業の特徴／強み

充実した補助金 

申込区分 上限額 補助率

従業員 20名以下 50 万円 3/4

従業員 21名以上 100 万円 2/3

専門家の派遣
ITツール選定・活用サポート

中立的な立場で、貴社に最適な デジ
タル化を助言・提案します

データ連携・AI活用・インボイス対応 

  本事業では、新規のソフトウェア・クラウドサービス
が、対象ツールとなっており、開発を伴うIT導入や汎用性
の高いツールの導入は対象外となっております。 
上記については、特例で導入が認められるようになりまし
た。※対象の可否は、事前に事務局への確認が必須。 
既にオンプレミスでシステムを導入済みの事業者もデータ
連携で業務効率化できます。まずは相談お願いします。  

データ連携と機能拡張にかかる費用

調査事業

IT利活用調査アンケートおよび労働生産性報告書 

 アンケートおよび過年度の労働生産性報告書により、
デジタル化の状況や課題を整理して、次の施策に結び
付けております。 
令和６年度調査では、労働生産性の向上率が23% 
また、専門家派遣の基礎情報として、スムーズな支援 
につなげております。 

連携体制

ISCO

専門家派遣・補助金

協力団体

事業紹介

補助事業者（ITツール導入）

協力団体

各商工会・商工会議所
沖縄銀行

沖縄海邦銀行 
コザ信用金庫

沖縄県よろず支援拠点
沖縄県産業振興公社

中小企業基盤整備機構
沖縄振興開発金融公庫

連携

那覇市

沖縄県中小企業家同友会 
沖縄県中小企業診断士協会 
沖縄県工業連合会
沖縄観光コンベンションビューロー

宮古島市

 失敗しないIT導入の肝は専門家派遣にあります。 
中立な立場で、ツール選定を実施し助言してくれる専
門家は社外CIOと考えて活用してください。 
3回までは無料。 

生成AIは明確な利用目的があれば申請可能
インボイス制度対応のための機能拡張

商工中金

琉球銀行
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補助事業実績
交付件数と従業員規模
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事業実績／今年度の事業評価アンケート
今年度の事業評価アンケート

活用した支援メニュー

件数 活用した支援メニュー 

40 補助金（両方含む） 

10 補助金採択＋ツール選定支援（両方） 

12 ツール選定支援（専門家派遣） 

52 回答数（合計） 

調査概要 

調査対象：令和7年度 小規模事業者等デジタル化支援事業利用者

実施期間：2026年2月下旬

回収状況：回答数 52件

集計方法：単一回答および複数回答

評価結果の総評（ハイライト）

補助金満足度 95%(Top2 / N=40)

「とても良かった(24)」「良かった(14)」が回答の大半を占め、極めて高い評
価を得ています。

事務局対応 100%(Top2 / N=40)

「とても良かった(33)」「良かった(7)」のみで構成され、不満の声は皆無と
いう結果になりました。

専門家（アドバイザー）評価
(Top2 / N=22)能力 86% 応対 91%

知識・経験・態度ともに高評価。特に応対面での信頼感が厚い結果となりま
した。

ツール選定支援満足度 95%(Top2 / N=22)

専門家による伴走支援が、適切なツール選定に大きく寄与していることが伺
えます。
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事業実績／今年度の事業評価アンケート
評価サマリー

※ 各グラフ右上の数値は回答数（N）を示しています。
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事業実績／今年度の事業評価アンケート

※ 各グラフ右上の数値は回答数（N）を示しています。

説明・分かりやすさ

42件

専門家支援の価値

31件

申請手続き・書類

29件

継続・今後

23件

業務効率化・時短

18件

コスト・売上

17件

良かった点

事務局対応が丁寧・分かりやすい、レスポンスが速い

専門家の提案・客観視点が有用、ツール選定の迷いが解
消

導入を契機に業務の見える化・時短が進展

非常に良い制度であり、また事務局の皆様のご対応も丁寧
で、大変ありがたく感じております。安心して申請に取り
組むことができました。

専門家派遣にてアドバイス頂いた事に大変感謝しておりま
す。ITの知見が無い当社のような中小企業が導入するにあ
たり、大変助かりました。

改善点・課題

申請手続き・要件の分かりにくさ、手続きの変動による
齟齬

添付書類やシステム操作の負担感（保存機能がない等）

補助対象範囲の認識合わせに時間を要した

手続きに関しては丁寧に対応いただいた一方で、補助金の
範囲では認識の齟齬があった。申請段階で当初の予定とは
違う手続きとなった。

当初は業務の効率化をどのように進めたら良いかわからず
、申請手続きや書類作成に不安を感じる場面がありました
。

継続・今後への要望

制度の継続・拡充、導入後のフォローみ

ツール選定支援・導入活用支援の伴走支援の継続改善

イニシャルコスト支援だけでなくランニングへの配慮

本事業が「導入支援」にとどまらず、その後の発展や横展
開につながる仕組みがあると、より効果的だと感じます。

今回の取り組みにより業務の見える化が進みました。今後
は収支管理の高度化（フェーズⅡ）へと発展させるための
支援を期待します。

各評価項目のコメント集（主要テーマ別）
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沖縄県の
デジタル化状況
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直近4年のIT利活用アンケート回答者の内訳

例年に比べ、本年度は、比較的労働生産性の高い「建設業」「卸売業」と労働生産性が平均的な「サービス業」が多く、労働生産性の
低い「宿泊業」「飲食業」「小売業」が少ない。労働生産性などの分析結果への影響には留意が必要。

沖縄県のデジタル化状況（IT利活用アンケート）

2022年度から2025年度までの調査における回答者の内訳
2022年度（令和4年度）から2025年度（令和7年度）の調査における回答者の産業別内訳は以下のとおり。
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デジタル化・DX化状況について
IT利活用アンケートによる調査結果

沖縄県のデジタル化状況（IT利活用アンケート）

（回答者数 123人）
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IT利活用の促進要因と阻害要因の比較
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2025年度

促進要因

阻害要因

沖縄県のデジタル化状況（IT利活用アンケート）

（回答者数 123人）

 デジタル化の三大阻害要因
「システム管理部署・担当がいない」 → 専門家によるツール選定・定着支援
「資金不足」 → 補助金活用で資金を調達
「IT化に対する時間的な余裕がない」 →補助金は対象期間が限られ、締切効果が背中を押す

■ 経営者のデジタル化へのトラウマ・疑念等が阻害要因となる。
IT導入の投資対効果や成功事例知ることでチャレンジする雰囲気を作る
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経営課題について

取組内容 労働生産性 課題 回答数 選択率 昨年比

業務プロセス改善 経費課題 時間短縮・業務プロセスの短縮・省力化 112 91% 10.9%

業務プロセス改善 経費課題 IT化されていない業務のIT化 88 72% 10.0%

業務プロセス改善 売上課題 主業務の運用を支えるシステムの強化 84 68% 12.7%

顧客対応・マーケティング 売上課題 ブランディング 53 43% 5.3%

組織・業務体制 経費課題 人手不足解消 52 42% 5.2%

製品・サービス 売上課題 既存製品・サービスの改善 49 40% 3.4%

インフラ 経費課題 ITデバイス・ネットワーク環境整備 48 39% 0.0%

顧客対応・マーケティング 売上課題 顧客対応の改善・強化 46 37% 1.0%

顧客対応・マーケティング 売上課題 新規顧客の獲得　 44 36% -10.6%

組織・業務体制 経費課題 ノウハウの記録・共有化 36 29% 0.1%

製品・サービス 売上課題 新しい製品・サービスの開発 37 30% -8.3%

業務プロセス改善 経費課題 出荷・販売管理強化 27 22% 0.1%

業務プロセス改善 経費課題 調達・購買管理強化 27 22% -1.9%

顧客対応・マーケティング 売上課題 ニーズの把握 28 23% -5.7%

組織・業務体制 経費課題 社内コミュニケーションの向上 21 17% -1.5%

顧客対応・マーケティング 売上課題 販売チャネルの開拓 21 17% -6.1%

社外との関わり 売上課題 他社の製品・サービスとの連携 18 15% 5.4%

組織・業務体制 経費課題 組織管理方法の改善 18 15% 0.1%

業務プロセス改善 売上課題 主業務の運用を支えるシステムの内製化 16 13% 4.4%

社外との関わり 売上課題 競合への対策 13 11% 1.3%

組織・業務体制 経費課題 外出先での活動やテレワークへの対応 11 9% -3.6%

組織・業務体制 経費課題 組織体制の改革 10 8% 2.2%

（回答者数 123人）

沖縄県のデジタル化状況（IT利活用アンケート）

•

•

•

•
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個別のIT導入の現状について

沖縄県のデジタル化状況（IT利活用アンケート）

（回答者数 123人）

•

•
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IT導入のパターンについて

沖縄県のデジタル化状況（IT利活用アンケート）

• 「㉓オフィスツール」の躍進は、AI導入やリモート会議への関心の高さからくるも
のと考えられます。Microsoft365、googleworkspaceは導入すると利用範囲に差はあ
るものの両者ともAIが利用でき、オンライン会議ができ、クラウドストレージが利
用できるため、業務のインフラとして役割が大きくなっています。

• 「⑪会計・経理のためのIT導入」は、導入意欲率が高いだけでなく達成率（＝導
入率/導入意欲率という）も高い例である。3年以上前からの導入率が高く、以前か
らこの分野のITに対する期待が高く、実際に導入も進んでいる例である。

• 「⑲リモート会議のためのIT導入」や「㉑クラウド利用のためのIT導入」は、導
入意欲率が比較的高く、また、最近導入率が急増している例である。「⑲リモート
会議のためのIT導入」はこの3年間で4割近くも導入され、既に達成率も高い。「㉑
クラウド利用のためのIT導入」は、導入意欲率は高いものの、導入率はまだ4割弱
であるため、今後も比較的速く導入が進むものと考えられる。

• 「⑮POSレジのためのITの導入」は、導入意欲率はそれほど高くはないが、達成
率が比較的高い例である。このようなITについては、必要とする事業者が限られて
いるものの、その効果が認められ導入が進んでいるケースであると考えられる。

• 「㉘自動処理」は、導入意欲率は比較的高いものの、実際の導入が進んでいない例
である。このような例は、概念的にその有用性は理解しているものの、実際にどの
ように導入すれば成果が得られるのかわかっていないため、導入に踏み切れていな
い可能性がある。このようなITについては、経済合理性などのメリットが明らかに
なれば、導入が進む可能性がある。費用対効果やノウハウ等に関する情報提供、伴
走支援などの必要性について検討の余地がある。
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業務プロセス全体におけるIT利活用の現状について

n=119

沖縄県のデジタル化状況（IT利活用アンケート）
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業務プロセス全体における労働生産性別IT導入率について

n=119
を2分割

注）赤字：上位グループと下位グループの差が10ポイント以上 黄色セル：上位グループより下位グループの導入率が高い

沖縄県のデジタル化状況（IT利活用アンケート）
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統計学のp値とは、「た
またまその結果が起きる
確率」のこと。

***が多いほど、偶然ではない
確率でこの結果になったという
理解で考えてください。

沖縄県のデジタル化状況（IT利活用アンケート）

注）赤字：労働生産性が50万円/人以上高い、 黄色セル：未導入グループの方が導入グループよりも労働生産性が高い

業務プロセス全体におけるIT導入率別労働生産性について

n=119、*：p<0.1、 **：p<0.05、***：p<0.01
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産業別のIT導入率について

•

•

•





沖縄県のデジタル化状況（IT利活用アンケート）
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AI活用への期待と活用状況について

沖縄県のデジタル化状況（IT利活用アンケート）

期待の方向性: 左上のグラフを見ると、「業務の効率化（約90%）」や「自動化・省力化（約75%）」への期待が圧倒的に高く、生
産性向上への切実なニーズが伺えます。

活用の現状: 真ん中の図では、実際に「導入済」である割合は、最も高い「文章・企画の作成支援」でも 19.5% に留まっています。
他の項目は数%～10%台であり、期待値に対して実導入が追いついていない「理想と現実の乖離」が顕著です。

導入を阻む「3大要因」
右上の「AI活用の阻害要因」から、以下の3点が普及のブレーキとなっています。
・費用対効果の不明透明さ: 「費用対効果がわからない」が最多。
・コスト面: 「予算が不足している」。
・リテラシー不足: 「何ができるかわからない」という知識・情報の欠如。
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沖縄県の労働生産性について
沖縄県のデジタル化状況（労働生産性報告書）
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基準点
3.0%

5.9%

8.9%

11.8%

労働生産性とは、簡単に言うと、「一人がどれだけ効率
よく『価値（稼ぎ）』を生み出したか」という指標です。

付加価値額とは、簡単に言うと、「会社がどれだけ効率
よく『価値（稼ぎ）』を生み出したか」という指標です。

左記の数値は、国民経済計算のデータです。こちらでは、毎年の名目県内総生産と県内就業者数が統計データとして存在するため、そちらより
統計の出ていない2023年以降の労働生産性を概算で求めました。2020年のコロナ過からの伸びを2020年から2021年の向上率を基準に求めていま
す。
2025年の県内の平均の労働生産性の向上率は11.8%と推定されます。この数値をベースに補助金採択事業者のデータを見ていきましょう！
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沖縄県のデジタル化状況（労働生産性報告書）
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採択事業者の導入後の労働生産性について
沖縄県のデジタル化状況（労働生産性報告書）
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採択事業者の導入後の労働生産性について
沖縄県のデジタル化状況（労働生産性報告書）
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採択事業者の導入後のツール評価について

沖縄県のデジタル化状況（労働生産性報告書）
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 年度別内訳  評点分布（5段階評価）  集計サマリー 

高評価 (4-5点)154件 (88%)

低評価 (1-3点) 22件 (12%)

全期間平均評点 4.33点

分析対象総件数

件
令和4～6年度採択事業者

平均労働生産性向上率

%

平均付加価値額向上率

%

 導入ツール評価（全体像とKPI） 
沖縄県のデジタル化状況（労働生産性報告書）
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沖縄県のデジタル化状況（労働生産性報告書）
事業者の声（高評価／低評価）

成功要因：業務効率化・ミス削減 課題：コスト・操作性

 コメント分析
高評価層は「時間の創出」「ミスの削減」を具体的な成果として実感
しています。一方、低評価層は「ランニングコスト」や「現場での使
いやすさ（UX）」に強い不満を持っており、導入前のトライアルや⾧
期的なコスト試算の重要性が浮き彫りになっています。

高評価の事例（評点4～5） 低評価・課題（評点1～3）

宿泊業 5.0

予約管理システムで二重予約がゼロになり、精神的な負担が減りました。スタッフの電話対応
時間が週10時間削減でき、接客に集中できています。

生産性大幅向上

卸売業 4.0

Webオーダー化でFAXの入力作業がなくなり、受発注ミスが激減しました。処理速度が上がり
、売上が前年比4倍以上に伸びています。

売上拡大・ミス削減

食品製造業 5.0

HACCPログ管理アプリの導入で、手書き記録の時間が半分以下になりました。データの検索
も一瞬ででき、衛生管理の質も向上しています。

工数削減・品質向上

卸売業 2.0

導入したベンダーのサポートが終了してしまい、システム改修
やメンテナンスコストが導入時のコストを大きく超えてしまい
ました。

維持コスト増大

学術・技術 1.0

数値上の生産性は改善しましたが、システムが複雑すぎて現場
スタッフが日常業務で使いこなせていません。定着にはほど遠
い状況です。

現場定着失敗

情報通信業 4.0

RPAとクラウド会計の連携で、月次決算にかかる日数が3日から1日に短縮されました。空いた
時間で経営分析ができるようになりました。

決算早期化
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ツール別 導入件数ランキング
導入実績トップ3

1 kintone
業務改善プラットフォーム

35件

2 会計ソフト
弥生会計、freee会計、奉行

24件

3 CADツール
TREND-POINT、Metashape、
ARCHICAD、Walk in home、
Vectorworks、plusCADなど

22件

傾向分析
 汎用性の高いkintoneが圧倒的1位。次いで
バックオフィス効率化の定番である弥生・
freeeなどの会計ソフト、業界特化型のCAD
が続く。現場業務と管理業務の双方でデジタ
ル化が進んでいる。 

主要ツール使用頻度TOP14
沖縄県のデジタル化状況（労働生産性報告書）
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支援事例

-29-
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支援事例

沖縄県のIT/DX情報サイト

IT・DXで課題解決！県内企業の事例記事多数掲載！

印刷OK！沖縄企業のためのDXガイド「DXの手引」や「DX事例集」

他にも動画事例集やセミナー・イベント情報、補助金などの支援情報が満載。
DXに取り組むあなたのニーズと疑問に答え、応援するサイト。今すぐチェック ≫≫
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補助金情報
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特徴問合先公募〆切申請者対象経費補助額
の目安目的補助金

※2/27時点の情報です。前年度の情報を記載しています。最新情報は各補助金情報を確認してください。
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特徴問合先公募〆切申請者対象経費補助額
の目安目的補助金

※2/27時点の情報です。前年度の情報を記載しています。最新情報は各補助金情報を確認してください。
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定員問合先申込〆切コース開催期間目的補助金

※2/27時点の情報です。前年度の情報を記載しています。最新情報は各補助金情報を確認してください。

高額補助金は前年度下期から事業計画に取り組み、相談を実施す
ることが採択に繋がります
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まとめ
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現状の課題

人手不足・時間がない
日々の業務に追われ余裕がない

IT専門人材がいない
誰に相談すればいいか不明

資金・コストが不安
導入・運用費用の捻出が困難

足踏み状態
デジタイゼーション段階に留まる

IT導入で解決できること

時間短縮・省力化
業務効率化で「時間」を創出

専門家が無料でサポート
IT人材不足を解消

ITツールの活用
kintone・会計ソフト等

次のステップへ
業務プロセス全体のデジタル化

補助金で低リスク実現

補助金上限 50～100万円
導入コストの負担を大幅軽減

補助率 3/4・2/3
高率補助でリスクを最小化

専門家派遣 3回 無料
導入前から定着まで伴走

確かな実績
190社 生産性 平均46%向上

なぜ今、デジタル化なのか
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STEP 4-1
新事業展開

STEP 4-2
人材育成・リスキリング

STEP 4-3
専門家と直接契約

導入効果・実績

全190社 平均生産性

46% 向上
宿泊業 付加価値額

116% 増加
不動産業 労働生産性

1,004万円突破

人材育成の取組

DX人材育成講座
3コース開講
リーダー・経営者・支援者向け

POINT
デジタル化で浮いた時間は、

未来の「稼ぐ力」への投資です。

STEP 1 現状把握・専門家派遣申込み
IT利活用アンケート回答 → ツール選定支援（無料）で「IT人材不足」を解消

STEP 2 補助金活用でITツール導入
小規模事業者等デジタル化支援事業（最大100万円・補助率2/3～3/4）

STEP 3 余力・時間の創出
省力化・業務改善・生産性向上により現場に「ゆとり」が生まれる

STEP 5 次のサイクルへ挑戦
沖縄DX推進支援補助金（最大1,000万円）など、より高度な補助金へ

STEP 6 DX（デジタルトランスフォーメーション）実現
ビジネスモデル変革・競争力強化・稼ぐ力の最大化

デジタル化がもたらす好循環

DX要請講座、リデプロなどの講座へ人材育成で 
社員教育のサイクルを作る
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